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6 巻と断章からなる1。1590 年出版時の題名は、The Faerie Queene. 
Disposed into twelue books, Fashioning XII Morall vertues である。このタ
イトルからも分かるように、『妖精の女王』においては、「徳」 ‘moral virtue’
がテーマであり、それぞれの巻で、主人公の騎士が、その巻のタイトルに
示される ‘moral virtue’ を体現することになっている。第 1 巻の主人公た
る騎士は、赤十字の騎士、イングランドの守護聖人である聖ジョージであ
る。第 1 巻の副題が、THE FIRST BOOKE OF THE FAERIE QVEENE. 
CONTAYNING THE LEGEND OF THE KNIGHT OF THE RED CROSSE, 
OR OF HOLINESSE であることから、第 1 巻のテーマは、 「神聖」




「剛毅」などがあげられる（マール 29）。実際、第 2 巻以降でのテーマは、
「節制」「貞節」「友情」「正義」「礼節」と概ね、「徳」の範疇にはいるものと










                                            
1 『妖精の女王』は、1590 年に 1･2･3 巻のみで、1596 年に 4･5･6 巻を加えた版で、
出版された。それぞれの巻は、全 12 の歌（Canto）からなる。 


















“THE KNIGHT OF THE RED CROSSE, OR OF HOLINESSE” と明言さ
れているのに加え、“The Patrone of true Holinesse” (i Arg.1) とも書かれ





る ‘holiness’ と「神聖の館」の ‘holiness’ とは同じ物と考えて良いのだろ
うか。そこで本論では、赤十字の騎士の遍歴を確認しながら、赤十字の







                                            
2 以下、The Faerie Queene, Letter to Raleigh の引用は Routledge 版による。 
3 1590 年版の『妖精の女王』に載せられた、コーンウォール州長官ウォルター・ロ
ーリー卿（Sir Walter Raleigh）宛てのもの。『妖精の女王』の構想が記されている。 
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“the armour of a Christian man specified by Saint Paul v. Ephes.” (717; 
line 64) と書かれているのだが、聖書の「エフェソの信徒への手紙」6 章
10-17 節にある「神の武具」のことであり、神の恩寵を示すとされている。
武具の描写としては、胸と盾に “a bloodie Crosse” (i 2.1) の模様がある
とされている。赤十字の騎士が十字を身に帯びる理由は、十字が “The 
deare remembrance of his dying Lord” (i 2.2) であり、“For whose sweete 
sake that glorious badge he wore, / And dead as liuing euer him ador’d” (i 
2.3-4) と説明されていて、盾に十字架をつける理由は、“For soueraine 
hope, which in his helpe he had” (i 2.6) と書かれている。作品内において、
この十字を帯びた武具には神の加護があるとの記述が多々見られる。第
2 歌で、赤十字の騎士と戦うサラセン人サンズフォイは、“That keepes thy 
body from the bitter fit” (ii 18.24) と、十字架が重傷を防ぐとの発言をし
ている。実際、対戦時に “hisshield, from blame him fairely blest” (ii 
18.9) と書かれている。また、魔女デュエッサも、赤十字の騎士が  “a 
charmed shield, / And eke enchaunted armes, that none can perce, / Ne 




また、冒頭の描写において、赤十字の騎士は、“Right faithfull true he 
was in deede and word” (i 2.7) とも書かれている。騎士が ‘faithful’ であ
ることは、三つの章の要旨においても言われている。 
 
“To sinfull hous of Pryde, Duessa / guydes the faithfull knight” (iv Arg. 1-2)  
“The faithfull knight in equall field / subdewes his faithlesse foe” (v Arg. 
1-2)  
“Her faithfull knight faire Vna brings / to house of Holinesse” (x Arg. 1-2) 
 
各章の要旨は、筆者による定義づけと考えられるので、赤十字の騎士は 
‘faithful knight’ であるべき存在と思われる。 
この ‘faithful’ であることを考える際に、他に ‘faithful’ である存在と
して書かれているものについて検討してみたい。第 6 歌で、ユーナを助け
た騎士サティレインは、“Plaine, faithfull, true, and enimy of shame” (vi 
20.7) と描写されている。他にも ‘faithful’ な騎士が存在することから、
「神聖」を体現する騎士は、‘faithful’ なだけでなく、ユーナに選ばれし騎
士であることが重要であり、また必要であることがうかがえる。また、第 3 歌




のこのライオンは、現れた当初は、七つの大罪の Avarice に関連する 
‘greedy’ で形容されている。“Hunting full greedy” (iii 5.3) の状態であり、
ユーナを見つけると、“greedily” (iii 5.5) に走ってくる。しかし、ユーナに
近付くと、心が静まり、“His bloody rage aswaged with remorse, / And with 
the sight amazd, forgat his furious forse” (iii 5.8-9) となり、さらに、ユーナ
に従う。“Whose yielded pryde and proud submission” (iii 6.6) とあるよう
に、高慢さを捨てたライオンは、ユーナに対し “a faythfull mate / Of her 
sad troubles and misfortunes hard” (iii 9.3-4)、“her faithfull guard” (iii 













を考える前に、形容詞 ‘holy’ にも注意を払いたい。形容詞 ‘holy’ は、
序歌にミューズへの呼びかけとして、“Helpe then, O holy virgin chiefe of 




で、 “With holy father sits not with such thinges to mell” (i 30.9) と答え
ている。アーキメイゴーが住む庵のそばには、“an holy chappell” (i 34.5) 
が建っており、彼が朝夕にする祈祷は、“His holy thinges” (i 34.7) と書
かれている。 
また、その次に ‘holy’ が見られるのは、第 3 歌にて、教会泥棒のカー
クラパインが盗む対象物の説明においてである。カークラパインは、“The 
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holy Saints” (iii 17.5) の像から衣服をはぎ取り、保管の甘い聖器 “the 
holy things” (iii 17.8) を盗む。さらに巨人オーゴーリオの所有するドラゴ
ンは、“The sacred things, and holy heastes foretaught” (vii 18.7) を踏み




であり、巨人オーゴーリオの養父であるイグナロは、“His reuerend heares 
and holy grauitee” (viii 32.1) を持つが、見かけ倒しの、何も知らない無
知な老人である。さらには、「高慢の館」にて、七つの大罪の一つであり、
高慢の女王ルーシフェラに仕える六人の顧問官の一人であるアイドルネ





士 は 、 「 神 聖 の 館 」 で 、 慈 悲 の 化 身 で あ る マ ー シ ー か ら 、 “holy 
righteousnesse” (x 45.9) のもとで暮らす術を学ぶ。また、マーシーに導か
れ、コンテンプレーション（瞑想）の元に行くまでには、“an holy Hospitall” 
(x 36.1) がある。 また、このコンテンプレーションは、“an aged holy man” 
(x 46.5)、”the holy aged man” (x 59.1) と形容され、赤十字の騎士からも、 
“holy Sire” (x 67.1) と呼びかけられる。最後には、ドラゴン退治を終えた
赤十字の騎士とユーナが婚約する際には、“holy water” (xii 37.5) を使







赤十字の騎士は、ユーナの元を離れた後、House of Pride の存在から
分かるように、‘holiness’ に対置される ‘pride’ で形容される悪役との邂
逅を経て、その身をどんどん貶めていく。まずは、サラセン人の、
‘faithless’ の意の名を持つサンズフォイ、“proud Sarazin” (ii 25.1) と戦う
が、その際 “two rams stird with ambitious pride” (ii 16.1) とあるように、
比喩で同列に扱われており、赤十字の騎士が、‘faithless’ の化身である
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人物と同じレベルにまで身を落としていることが窺われる。魔女デュエッ
サに誘われ、「高慢の館」に赴くが、デュエッサは、“the proud Duessa” 
(viii 6.1, viii 13.1) と書かれている人物である。「高慢の館」(house of 
Pride)の女主人ルーシフェラは、当然のことながら、「高慢」の化身であり、
“proud Lucifera” (iv 12.1, iv 31.9)、“proud Lucifer” (iv 37.6) もしくは 
“dame Pryde” (v 45.2) と形容されている。「高慢の館」を抜け出した後、
デュエッサと快楽に耽る赤十字の騎士を襲撃する巨人オーゴーリオも、
“Gyaunt proud” (vii Arg. 2) と書かれている。また、襲撃を受けた際、赤
十字の騎士は、“Disarmed all of yron-coted Plate” (vii 2.8) であり、“Ere 
he could his armour on him dight, / Or get his shield, his monstrous enimy 




「天の恩寵」 ‘heavenly grace’ の中にあることだ。巨人に打ち倒された時、
“were not heauenly grace, that him did blesse, / He had beene pouldred all, 




AY me, how many perils doe enfold  
The righteous man, to make him daily fall?  
Were not, that heauenly grace doth him vphold,  
And stedfast truth acquite him out of all.  
Her loue is firme, her care continuall,  
So oft as he thorough his own foolish pride,  
Or weaknes is to sinfull bands made thrall:  
Els should this Redcrosse knight in bands haue dyde,  
For whose deliuerance she this Prince doth thether guyde. (viii 1.1-9) 
 
ユーナは、“Forsaken Truth” (iii Arg. 1) と描写されるように「真理」である
存在なので、この “stedfast truth” (viii 1.4) は、ユーナのことである。よっ
て、この第 8 歌の冒頭からは、‘heavenly grace’ とユーナの愛は、変わる
ことなく赤十字の騎士に向けられていることが分かる。さらに、ユーナの顔
は、“such heauenly grace” (iii 4.9) とあるように、「天の恩寵」そのものでも
あるとされている。従って、「天の恩寵」たる顔を持つユーナ本人も、「天







“Faire virgin to redeeme her deare / Brings Arthure to the fight” (viii Arg. 
1-2) とはっきりと述べられている。アーサーが、赤十字の騎士を救出する
ことは、他にも “As this good Prince redeemd the Redcrosse knight from 














様に、言明している。“Despaire breeds not (quoth he) where faith is staid” 
(vii 41.7)。この ‘faith’ が重要であることは、第 1 巻において、たびたび
言及されている。第 1 歌において、迷妄の洞穴にて、赤十字の騎士が、
エラー（迷妄）によって、負かされそうになった時、ユーナが “Now now 
Sir knight, shew what ye bee, / Add faith vnto your force, and be not faint” 
(i 19.2-3) と叫んだことで、赤十字の騎士は、エラーを倒すことが出来た。
また第 5 歌では、赤十字の騎士は、敵のサラセン人サンズジョイ（‘joyless’
の意）を、“quickning faith” (v 12.3) によって倒している。また、ユーナが、
アーサーに過去のドラゴン退治が失敗したことを説明する際に、前の騎








Come, come away, fraile, feeble, fleshly wight,  
Ne let vaine words bewitch thy manly hart,  
Ne diuelish thoughts dismay thy constant spright. 
In heauenly mercies hast thou not a part?  
Why shouldst thou then despeire, that chosen art?  
Where iustice growes, there grows eke greter grace,  
The which doth quench the brond of hellish smart,  
And that accurst hand-writing doth deface,  
Arise, Sir knight arise, and leaue this cursed place. (ix 53.1-9) 
 
ここで注目したいのが、Thirty-nine Articles に代表されるような、プロテス
タントの思想との関連である。Thirty-nine Articles は、1563 年に主教会議
（ Convocation ） を 通 り 、 1571 年 に 英 国 議 会 が  The Subscription 
(Thirty-nine Articles) Act を可決した後、 全ての聖職者（clergy）が聖職
禄を得る際に、宣言するようになったものである4。カルロス・Ｍ・Ｎ・エー
ル（Carlos M. N. Eire）の指摘するように、英国民が持つべき信仰の核を















                                            
4 引用は 1702 年版に基づく。 
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X Of Free-will 
The condition of man after the fall of Adam, is such, That he cannot turn 
and prepare himself by his own natural strength and good works to faith and 
calling upon God: Wherefore we have no power to do good works pleasant 
and acceptable to God, without the grace of God by Christ preventing us, 
that we may have a good will, and working with us when we have that good 
















んだからである。ユーナは、フィデリアに、赤十字の騎士が “her heauenly 
learning” (x 18.5) と “the wisedom of her wordes diuine” (x 18.6) が学
ぶことが出来るよう頼む。フィデリアは、“graunted, and that knight so much 
agraste, / That she him taught celestiall discipline, / And opened his dull 




故に赤十字の騎士は、“all, that Fidelia told” (x 22.5) を忘れてしまった
だろうと書かれている。フィデリアとスペランザは、“Loe two most goodly 











うのは、改悛  ‘repentance’ である。この改悛は、第 10 歌の要旨に、
“house of Holinesse, /Where he is taught repentaunce” (x Arg. 2-3) と書い
てあることから、重要な過程であると伺える。赤十字の騎士が、改悛を行う








And bitter Penaunce with an yron whip,  
Was wont him once to disple euery day:  
And sharpe Remorse his hart did prick and nip,  
That drops of blood thence like a well did play;  
And sad Repentance vsed to embay  
His blamefull body in salt water sore,  
The filthy blottes of sin to wash away.  
So in short space they did to health restore  
The man that would not liue, but erst lay at deathes dore. (x 27.1-9) 
 
この後、“Whom thus recouer’d by wise Patience, And trew Repentaunce 





XVI Of Sin after Baptism 
Not every deadly sin willingly committed after Baptism, is sin against the 
Holy Ghost, and unpardonable. Wherefore the grant of repentance is not to 
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be denied to such as fall into sin after Baptism. After we have received the 
holy Ghost, we may depart from grace given, and fall into sin, and by the 
grace of God (we may) arise again, and amend our lives. And therefore they 
are to be condemned, which say they can no more sin as long as they live 
here, or deny the place of forgiveness to such as truly repent. (Thirty-nine 




サに、苦行を乗り越えた赤十字の騎士を、“her vertuous rules” (x 32. 6) 
において教えて欲しいと頼む。ここでも、「天の恩寵」たるユーナの取りな
しによってこそ、赤十字の騎士は、“when him she well instructed hath, / 





彼が “neuer fall” (x 34.7) であるようにと、助けてくれる存在である。
“That hill they scale with all their powre and might, / That his fraile 
thighes nigh weary and fordonne / Gan faile, but by her helpe the top at 
last he wonne” (x 47.7-9) とあるように、このマーシーの助けがなければ、
騎士は丘の上にたどり着くことは出来なかった。また、“And had he not 
that Dame respected more, / Whom highly he did reuerence and adore, / 
He would not once haue moued for the knight” (x 49.4-6) とあるように、マ
ーシーがいなければ、コンテンプレーションが騎士に “Great grace” (x 
47.1) を与えることはなく、また、フィデリアが、“shee doth thee require, / 





る。始め、迷妄のところでは “his glistring armor made / A litle glooming 
light, much like a shade” (i 14.4-5) であった武具は、“Those glistring 
armes, that heauen with light did fill” (xi 4.8) と書かれている。また、第
11 歌において、語り手が “this man of God his godly armes may blaze” 
(xi 7.9) であるように歌えるようにと言っている。このように、「神聖の館」で







治へと向かう。ドラゴンも “with outragious pride” (xi 53.3) とあるように、 





The scorching flame sore swinged all his face,   
And through his armour all his body seard, 
That he could not endure so cruell cace,  
But thought his armes to leaue, and helmet to vnlace. (xi. 26. 6-9) 
  
この危機に対し、「命の泉」“The well of life” (xi 29.9) に落ちることで、赤
十字の騎士は、危機を脱する。この泉は、“guilt of sinfull crimes cleane 
wash away” (xi 30.2) という機能を持つ。次の日の朝、赤十字の騎士は、 
“So new this new-borne knight” (xi 34.9) として、泉から立ち上がる。作
者のコメントでは、以下の様に述べられている。 
 
I wote not, whether the reuenging steele  
Were hardned with that holy water dew,  
Wherein he fell, or sharper edge did feele,  
Or his baptized hands now greater grew;  





Article XXVII Of Baptism 
Baptism is not only a Sign of Profession, and Mark of Difference, whereby 
Christian men are discerned from others that be not Christned: but it is also 
a Sign of Regeneration or New Birth, whereby as by an instrument, they that 
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receive Baptism rightly, are grafted into the Church: the promises of the 
forgiveness of sin, and of our adoption to be the Sons of God by the Holy 
Ghost, are visibly signed and sealed : faith is confirmed, and grace increased 
by virtue of Prayer unto God. The Baptism of young Children is in any wise 
to be retained in the Church, as most agreeable with the Institution of Christ. 










の 6 章 16 節の比喩において、信仰を示す盾を、“Quite through his shield” 
(xi 38.6) とあるように、完全に貫くのだ。さらに、ドラゴンは、神の恩寵を
受けて輝く “his sunne-bright shield” (xi 40.9) を奪い取りかけ、その上、
天の光をかき消す炎 “Huge flames, that dimmed all the heuens light” (xi 
44.3) を吐く。ここでまた、神からの助けが与えられる。赤十字の騎士は、
「命の木」“The tree of life” (xi 46.9) からしたたる香油の中に倒れ込むが、




There grew a goodly tree him faire beside,  
Loaden with fruit and apples rosy redd,  
As they in pure vermilion had beene dide,  
Whereof great vertues ouer all were redd:  
For happy life to all, which thereon fedd,  
And life eke euerlasting did befall:  
Great God it planted in that blessed stedd  
With his Almighty hand, and did it call  
The tree of life, the crime of our first fathers fall. (xi 46.1-9) 
 
また、「命の木」の効能として “Life and long health that gracious ointment 
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Article XI が表されたものであると考えられる（King 137）。 
 
XI Of the Justification of Man  
We are accounted righteous before God, only for the merit of our Lord and 
Saviour Jesus Christ by faith, and not for our own works of deservings. 
Wherefore, that we are Justified by faith only is a most wholsom Doctrine, 
and very full of comfort, as more largely is expressed in the Homily of 
Justification. (Thirty-nine Articles, Article XI)   
 
『妖精の女王』においても、“That thorough grace hath gained victory. / If 
any strength we haue, it is to ill, / But all the good is Gods, both power and 
eke will” (x 1.7-9) と書かれており、また、“Where iustice growes, there 
grows eke greter grace” (ix 53.6) とある。つまり、神の力によってのみ、こ
の使命は果たされたのであり、赤十字の騎士の偉業というわけで無いの
だ。ブローダスは、赤十字の騎士が、ドラゴンに「神の言葉たる霊の剣」を
突き刺し、倒したその瞬間に、一時的に “a true servant of God clad in 




この後、赤十字の騎士は、本文中で “her faithfull knight” (xi 55.8) と
ようやく呼ばれる。戦いの後に、真の意で ‘faithful knight’になった赤十
字の騎士は、「神聖」を体現する騎士の持つべき性質を遂に獲得したの




For she had layd her mournefull stole aside,  
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And widow-like sad wimple throwne away,  
Wherewith her heauenly beautie she did hide,  





ため、赤十字の騎士は、ユーナの顔の “her celestiall sight” (xii 23.8) を
見て驚く。さらにまた、ユーナの真の ‘faithful knight’ になったことで、ユ




















“Forsaken Truth” (iii Arg. 1) などと描写されているように、‘truth’ として
描かれる人物であり、‘true church’ として解釈されてきた人物である。ジ
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